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れ,CTと 同様,内 部 に線状,索 状影を認めた(Fig.
la,　b).
　以上の所見 より後腹膜脂肪肉腫 と診断し,2004年4
月右腎,副 腎を含む経腰的腫瘍摘出術 を施行 した.
　手術所見:全 身麻酔下にて,腰 部斜切開で後腹膜腔
に入ると被膜 を有する脂肪性腫瘤 を右腎周囲に認め
た.腫瘍 と腹壁 との剥離は容易であったが,腎 門部で




軟で,割 面は黄白色均一で分葉状 を呈してお り,腎と
は強固に癒着 していた(Fig.2).
　病理組織学的所見:HE染 色にて細胞壁の近 くに扁
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までに報告 された183例(自験例含 む)を渉猟 しえた.
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　 　 　 　 the　spccimen　was　homogenous　ycllowish-
　 　 　 　 white,
考 察
　 後腹膜腔 に悪性腫瘍が発生す る頻度 は全悪性腫瘍 の
0.1～0.4%と低率 であるが,脂 肪 肉腫 は全後腹膜腫 瘍
の6.9%,後腹膜悪性腫 瘍 の14,　7%を 占め る と報告 さ
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Table　3.組 織型
　 　 　 　 　 　 　 正血ed.type(11)
　 　 　 　 　 　 　 　 　6%Pl
eomorphic(11)　6%
Myxoid/Round　c




　 　 　 42%
　 　 14%
Dedifferentiated(24)
となってか ら発見 される ものが 多 く2),重量 記載のあ
る126例の平均重 量 は3,987gであ り,1kg未満 の も
のは16例(13.0%)に過 ぎなか った.
　 脂肪 肉腫 は多彩 な組織像 を呈 す ることが知 られ てお
り様 々な分 類が 試み られ てい る.2002年WHO分 類
(Table　2)によると異型脂肪腫様腫瘍/高分化型,脱 分
化型,粘 液型/円形細胞 型,多 形 型,混 合 型の5つ の
型 に分類 され,異 型脂肪腫様腫 瘍 と高分化脂肪肉腫,
粘液型 と円形細 胞型 はgenotypeや組織像 に共通 の特
徴 を有す る として同一 のカテ ゴリーの腫 瘍 と して一括
されている3・4)
　 後腹膜腔 に発生す る脂肪 肉腫 では高分化 型が最 も頻
度が高 く,わ れわれの集計 では病理 診断の記 載のあ る
i76例中74例(42,0%)を占 め てい た(Table　3).高
分化型 は他の型 と比べ て比較 的予後 は良好 とされ るも
のの1・3),一般 的には後腹膜 腔 に発 生す る脂肪 肉腫 の
予後 は悪 く,局 所再発 を繰 り返 した り血行性転移 を来
た し,最 終的 に死の転帰 を とるこ とが多 い2・5).
　 脂肪 肉腫治療の原則 は外科的切除 であ り,周 囲健常
組織 を含 めたen　blocの切除が理想 で,不 十分 な切 除
は局所再発 の大 きな要 因 となる6)　しか し,後 腹膜腔
は重要臓器 に隣接 してお り,実 際 には辺縁切 除に終 わ
るこ とが多い.
　 一方,術 後補 助療 法 として放射線療法や化学療法 を
施行 した報告 も散見 される.放 射線療法 につ いては粘
液型 に有効 とする報 告があ るものの否定的 な文献が多
い7)ま た化学 療法 につい て も単 剤 でadriamycinや
ifosfamideが有 効 とす る報 告 や8),多剤 併 用 療 法 で
CYVADIC(cyclophosphamide,　vincristine,　adriamy-
cin,　dacarbazine)療法や,　MAID(mesna,　driamycin,
ifosfamide,　dacarbazine)療法 を推 奨す る報告 があ る
ものの9・10),化学療法 を無効 とす る文献 も少 なか らず
あ り,特 に組織が高分化 であるほ ど化 学療 法 に対す る





所再発 を高率 にきたす予後推測因子 と言われll),自
験例 も下大静脈や腸腰筋内への微小浸潤の可能性は否
定で きず,長 期にわたり慎重な経過観察が必要 と考え
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